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ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ア
・
ル
ー
祭
―
日
本
の
祇
園
祭
と
の
比
較
―
ゴ
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
は
じ
め
に
現
在
、
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
各
国
（
以
下
、「
ア
ジ
ア
」）
に
住
ん
で
い
る
人
々
は
「
個
性
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
傾
向
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
地
域
で
「
共
同
体
の
連
結
性
」
が
崩
壊
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
連
結
や
相
互
信
頼
を
重
視
す
る
ア
ジ
ア
の
社
会
に
お
い
て
、「
共
同
体
」
の
優
位
性
を
主
張
す
る
考
え
方
と
、「
個
性
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
勢
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
は
何
か
。
私
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
伝
統
祭
礼
の
体
験
か
ら
、
そ
の
問
い
の
答
え
が
、
伝
統
祭
礼
―
各
個
人
の
た
め
の
娯
楽
性
を
発
揮
し
つ
つ
、
各
個
人
が
他
者
と
の
協
働
を
通
じ
、
団
結
し
て
共
同
体
の
伝
統
を
維
持
す
る
活
動
―
に
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
本
稿
で
は
、
伝
統
祭
礼
の
例
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ア
・
ル
ー
祭
を
取
り
上
げ
る
。
私
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
が
、
著
名
な
日
本
の
伝
統
祭
礼
の
ひ
と
つ
で
あ
る
祇
園
祭
と
の
間
に
、
文
化
的
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
以
下
で
は
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
を
紹
介
し
な
が
ら
、
祇
園
祭
と
の
共
通
点
を
探
っ
て
み
た
い
。
37
一
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
か
つ
て
「
チ
ュ
オ
ン
・
イ
エ
ン
祭
」（
長
安
祭
）、
あ
る
い
は
「
草
旗
祭
」
と
呼
ば
れ
、
李
朝
（
一
〇
〇
九
年
）
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
ホ
ア
・
ル
ー
祭
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
丁
朝
（
九
六
八
〜
九
八
〇
年
）、
前
黎
朝
（
九
八
〇
〜
一
〇
〇
九
年
）
や
李
朝
（
一
〇
〇
九
〜
一
二
二
五
年
）
の
歴
史
、
お
よ
び
丁
部
領
（
デ
ィ
ン
・
ボ
・
リ
ン
―
―
当
時
の
大
瞿
越
を
統
一
し
た
英
雄
で
、
丁
朝
の
建
国
者
）
の
生
涯
を
再
現
し
た
伝
統
的
な
祭
礼
で
あ
る
。
か
つ
て
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
は
ベ
ト
ナ
ム
の
各
封
建
王
朝
に
よ
っ
て
厳
粛
か
つ
豪
華
に
行
わ
れ
、
阮
朝
（
一
八
〇
二
〜
一
九
四
五
年
）
の
あ
る
時
期
に
国
礼
（
国
家
の
祭
礼
）
の
か
た
ち
で
遂
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
（
一
八
五
八
〜
一
九
四
五
年
）
の
間
、「
村
の
お
祭
り
」
と
し
て
、
規
模
が
縮
小
さ
れ
て
簡
易
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
時
期
は
中
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
三
年
に
ホ
ア
・
ル
ー
祭
は
復
興
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
特
色
あ
る
伝
統
文
化
や
芸
術
を
保
存
す
る
祭
礼
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
六
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
祭
礼
の
一
つ
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
無
形
文
化
財
に
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
国
家
レ
ベ
ル
の
祭
礼
と
し
て
国
家
の
儀
式
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
よ
う
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
省
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
を
「
国
民
の
祭
礼
」
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
（
一
）
。
本
祭
礼
は
丁
部
領
の
誕
生
日
（
旧
暦
二
月
一
五
日
）、
あ
る
い
は
、
旧
暦
三
月
の
初
旬
ご
ろ
（
三
月
六
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
、
も
し
く
は
三
月
八
日
か
ら
一
一
日
ま
で
）
に
行
わ
れ
て
い
る
。
伝
承
に
よ
る
と
、
旧
暦
三
月
一
〇
日
は
丁
部
領
が
皇
帝
と
な
っ
た
日
で
、
三
月
八
日
は
黎
大
行
（
レ
ー
・
ダ
イ
・
ハ
イ
ン
、
前
黎
朝
の
最
初
の
王
）
が
亡
く
な
っ
た
日
と
さ
れ
る
。
ホ
ア
・
ル
ー
祭
が
、
李
朝
か
ら
阮
朝
に
至
る
ま
で
、
特
に
阮
朝
に
国
礼
と
な
っ
て
以
降
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
か
、
先
行
研
究
で
も
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
38
に
村
の
お
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
ろ
に
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
は
ベ
ト
ナ
ム
の
あ
ら
ゆ
る
伝
統
祭
礼
と
同
様
、
「
礼
」
と
「
会
」
の
二
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
（
一
）「
礼
」
基
本
的
に
ホ
ア
・
ル
ー
祭
の
儀
式
的
な
順
序
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
丁
部
領
を
祀
る
寺
院
の
お
宮
開
き
↓
焼
香
式
↓
お
水
取
り
↓
火
神
輿
渡
御
↓
沐
浴
式
（
仏
像
を
洗
う
儀
式
）
↓
供
物
奉
呈
↓
お
神
輿
の
巡
行
↓
伝
統
的
な
礼
拝
↓
祈
祷
↓
灯
籠
流
し
↓
感
謝
の
礼
ホ
ア
・
ル
ー
祭
の
も
っ
と
も
重
要
な
儀
式
は
、
夜
に
行
わ
れ
る
「
伝
統
的
な
礼
拝
」
で
あ
る
。
丁
部
領
を
祀
る
お
宮
と
と
も
に
、
高
さ
約
十
メ
ー
ト
ル
の
庭
燎
（
お
宮
の
庭
に
立
て
る
ト
ー
チ
）
に
も
ラ
イ
ト
が
点
灯
さ
れ
、
鮮
や
か
な
光
と
供
え
物
の
色
が
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
そ
の
時
、
五
人
の
儀
式
担
当
者
（
儀
式
の
主
写真一　お水取り行列
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催
者
一
人
、
随
行
者
二
人
、
手
伝
い
の
者
二
人
）
が
約
六
時
間
、
伝
統
的
な
礼
拝
を
行
う
。
こ
れ
は
ホ
ア
・
ル
ー
祭
が
行
わ
れ
る
三
日
間
の
夜
間
に
行
わ
れ
、
地
域
住
民
や
観
光
客
も
数
多
く
参
加
す
る
。
　
「
伝
統
的
な
礼
拝
」
が
ホ
ア
・
ル
ー
祭
の
最
も
重
要
な
儀
式
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
お
水
取
り
行
列
」
は
、
水
を
飲
む
こ
と
で
、
山
川
の
霊
気
や
国
の
起
源
、
共
同
体
の
過
去
、
現
在
、
将
来
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
国
を
建
て
た
丁
部
領
の
恩
義
に
感
謝
す
る
と
い
う
、
「
飲
水
思
源
」
の
思
想
を
体
現
し
て
い
る
。
「
お
水
取
り
行
列
」
は
、
用
意
周
到
に
準
備
さ
れ
る
。
当
日
、
行
列
の
参
加
者
は
朝
早
く
、
丁
部
領
を
祀
る
寺
院
を
出
発
し
、
ホ
ア
ン
・
ロ
ン
川
（
皇
龍
川
）
に
向
か
い
、
川
の
水
を
瓶
に
入
れ
て
慎
重
に
運
び
、
寺
院
に
持
ち
帰
る
。
こ
の
行
列
は
、
最
初
に
五
色
旗
を
持
つ
一
群
が
二
列
で
歩
き
、
そ
の
後
ろ
に
「
八
音
」
や
「
太
鼓
」
の
囃
子
の
一
群
、
丁
部
領
の
仏
壇
が
載
せ
ら
れ
た
「
八
貢
」
の
お
神
輿
を
運
ぶ
一
群
、
そ
し
て
丁
朝
の
兵
士
の
衣
服
を
着
た
健
康
な
男
性
の
若
者
八
人
と
続
く
。
ま
た
、
政
府
や
各
省
県
村
の
代
表
者
や
観
客
も
、
行
列
に
付
い
写真二　お水取り
40
て
行
く
。
こ
れ
に
続
き
着
飾
っ
た
少
女
た
ち
が
、
傘
が
付
い
て
い
る
「
八
貢
」
の
お
神
輿
を
運
ぶ
。
最
後
尾
は
、
老
人
団
体
、
婦
人
団
体
、
各
地
方
か
ら
の
「
女
官
礼
拝
団
体
」
な
ど
、
礼
物
を
運
ぶ
者
た
ち
が
務
め
る
。
（
二
）「
会
」
ホ
ア
・
ル
ー
祭
の
儀
式
が
終
わ
る
と
、
次
に
「
会
」、
い
わ
ゆ
る
娯
楽
の
時
間
に
入
る
。
遊
仙
、
龍
舞
、
ト
ト
ー
ム
（
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
ル
タ
の
一
種
）、
人
文
字
、
競
泳
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
（
龍
を
か
た
ど
っ
た
舟
を
大
勢
の
漕
ぎ
手
で
漕
ぐ
レ
ー
ス
）、
棒
回
し
、
人
間
将
棋
、
ネ
ム
コ
ン
（
玉
入
れ
）、
歌
合
戦
、
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的
な
祭
礼
に
お
け
る
普
通
の
遊
び
以
外
に
も
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
特
有
の
遊
び
も
あ
る
。
そ
れ
は
、「
太
平
」（
丁
朝
で
定
め
ら
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
初
の
元
号
）
の
字
を
書
く
競
技
と
、
草
旗
合
戦
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
草
旗
合
戦
ゲ
ー
ム
は
、
昔
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
の
一
つ
の
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
代
で
は
民
間
の
演
劇
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
草
旗
合
戦
ゲ
ー
ム
は
丁
部
領
が
幼
い
と
き
に
よ
く
遊
写真三　草旗合戦ゲームの練習
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ん
だ
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
現
代
の
民
間
演
劇
に
お
け
る
草
旗
合
戦
ゲ
ー
ム
は
、
丁
部
領
の
幼
い
と
き
に
つ
い
て
の
伝
説
を
再
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
民
族
の
勇
気
や
国
の
平
和
と
繁
栄
を
象
徴
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
・
ホ
ア
・
ル
ー
祭
へ
の
住
民
参
加
毎
年
新
暦
四
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
チ
ュ
オ
ン
・
イ
ェ
ン
社
（
長
安
社
）
の
住
民
は
、
普
段
の
農
作
業
を
一
時
的
に
休
み
、
地
方
政
府
（
人
民
委
員
会
）
の
管
理
の
下
、
地
域
の
各
グ
ル
ー
プ
や
社
会
団
体
に
分
け
ら
れ
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
に
向
け
、
礼
拝
儀
式
の
供
え
物
の
準
備
や
お
水
取
り
行
列
、
草
旗
合
戦
ゲ
ー
ム
、「
太
平
」
の
人
文
字
や
女
官
礼
拝
の
練
習
な
ど
に
集
中
す
る
。
具
体
的
に
は
、
老
人
会
は
礼
拝
儀
式
を
担
当
し
、
丁
部
領
を
祀
る
お
宮
で
「
九
曲
」（
丁
部
領
の
功
績
や
丁
朝
の
平
和
・
繁
栄
を
賛
美
す
る
九
つ
の
歌
曲
）
を
読
む
。
婦
人
会
は
女
官
礼
拝
や
神
酒
奉
呈
の
練
習
を
す
る
。
農
民
会
、
退
役
軍
人
会
や
青
年
団
体
は
、
伝
統
的
な
芸
能
や
音
楽
を
演
じ
る
囃
子
や
竜
舞
な
ど
を
担
当
す
る
。
最
後
に
、
丁
部
領
が
合
戦
ゲ
ー
ム
を
興
じ
た
年
齢
で
あ
る
十
三
歳
の
少
年
が
六
十
人
ほ
ど
選
ば
れ
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
で
演
じ
ら
れ
る
合
戦
ゲ
ー
ム
を
練
習
す
る
。
ホ
ア
・
ル
ー
祭
に
か
か
る
費
用
は
、
政
府
や
地
方
政
府
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
の
み
に
頼
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
は
祭
礼
の
遂
行
者
や
管
理
者
を
含
む
「
慶
節
委
員
会
」
や
、
ホ
ア
・
ル
ー
地
区
に
住
む
住
民
自
ら
が
こ
の
地
域
で
行
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
賄
っ
た
り
、
地
方
政
府
と
関
係
を
持
っ
た
企
業
（「
孟
嘗
君
」
と
呼
ば
れ
る
）
の
寄
付
金
に
頼
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
祭
礼
が
良
好
で
順
調
に
行
わ
れ
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
普
段
の
日
常
生
活
で
は
、
多
少
は
競
争
し
て
い
る
チ
ュ
オ
ン
・
イ
エ
ン
社
の
住
民
た
ち
だ
が
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
に
な
る
と
、
お
互
い
に
協
力
し
、
祭
礼
の
た
め
に
人
的
リ
ソ
ー
ス
や
費
用
を
喜
ん
で
拠
出
す
る
。
住
民
の
自
発
性
や
自
主
性
、
ま
た
祭
礼
へ
の
喜
び
や
誇
り
な
ど
は
、
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
祭
礼
を
維
持
・
保
存
・
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継
続
す
る
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
二
、
祇
園
祭
と
の
比
較
ホ
ア
・
ル
ー
祭
で
の
住
民
の
主
な
信
仰
が
、
国
の
英
雄
の
丁
部
領
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
祇
園
祭
で
は
怨
霊
や
天
王
が
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
（
二
）
。
平
安
時
代
の
八
六
九
年
に
平
安
京
（
現
在
の
京
都
）
で
流
行
し
て
い
る
疫
病
を
鎮
め
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
御
霊
会
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
た
。
京
都
人
は
こ
の
信
仰
に
よ
り
、
古
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
千
年
以
上
、
祇
園
祭
の
神
様
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
、
御
霊
会
や
山
鉾
巡
行
を
続
け
て
い
る
。
同
じ
信
仰
や
宗
教
へ
の
信
念
、
強
力
な
霊
威
を
持
っ
た
神
（
御
霊
神
）
へ
の
崇
敬
を
共
通
し
て
持
つ
こ
と
で
、
京
都
住
民
は
相
互
扶
助
の
意
識
や
連
帯
感
を
保
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 
祇
園
祭
の
あ
る
七
月
に
な
る
と
、
京
都
の
山
鉾
町
に
住
ん
で
い
る
住
民
（
山
鉾
町
衆
）
は
、「
山
鉾
町
会
」
か
「
山
鉾
保
存
会
」
と
い
う
、
彼
ら
自
身
が
自
発
的
に
作
っ
た
組
織
で
互
い
に
結
び
つ
き
、
山
鉾
町
会
長
、
あ
る
い
は
、
山
鉾
保
存
会
理
事
長
の
指
示
の
下
で
、
役
割
を
分
担
し
て
協
力
し
、
祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
を
行
う
こ
と
に
努
め
る
。
写真四　祇園祭（後祭）の山鉾巡行
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各
山
鉾
町
会
は
「
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
」
と
い
う
組
織
を
作
り
、
祇
園
祭
の
遂
行
や
予
算
の
配
分
、
山
鉾
巡
行
の
順
番
決
定
な
ど
を
相
談
し
な
が
ら
決
め
る
。
彼
ら
は
ほ
ぼ
一
カ
月
間
で
、
お
囃
子
、
神
輿
洗
、
山
鉾
建
て
、
前
祭
り
（
七
月
一
七
日
）
と
後
祭
り
（
七
月
二
四
日
）
の
山
鉾
巡
行
な
ど
、
祭
礼
の
準
備
を
整
え
て
い
る
。
三
十
三
の
山
鉾
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
ら
の
町
の
山
や
鉾
を
丁
寧
に
保
存
・
復
興
し
て
い
る
。
そ
こ
で
豪
華
か
つ
綺
麗
に
飾
ら
れ
た
山
や
鉾
は
、
毎
年
の
巡
行
で
独
特
の
美
し
さ
を
見
せ
て
い
る
。
一
つ
一
つ
の
山
鉾
町
は
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
な
り
、
山
や
鉾
を
信
仰
や
宗
教
の
象
徴
と
し
、
ま
た
町
衆
の
独
特
な
伝
統
的
工
芸
品
産
業
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
祇
園
祭
を
続
け
て
い
く
。
伝
統
祭
礼
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
文
化
活
動
を
通
し
て
地
域
の
住
民
と
祭
礼
の
参
加
者
を
結
び
付
け
る
。
彼
ら
は
信
仰
や
文
化
的
価
値
観
を
共
通
に
持
ち
、
そ
れ
を
誇
り
と
し
た
。
そ
の
時
こ
そ
、
個
人
間
の
日
常
生
活
に
お
け
る
社
会
的
距
離
や
格
差
、
競
争
心
が
除
去
さ
れ
、
人
々
は
一
緒
に
文
化
を
創
造
し
た
り
、
文
化
的
価
値
観
を
共
有
し
た
り
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
ホ
ア
・
ル
ー
祭
と
祇
園
祭
の
も
っ
と
も
顕
著
な
共
通
点
で
あ
る
。 
（
付
記
）
本
研
究
で
は
、
グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
ー
・
フ
ォ
ン
氏
（
ベ
ト
ナ
ム
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
省
附
属
国
家
文
化
芸
術
研
究
所
）
お
よ
び
フ
ン
・
ジ
エ
ウ
・
ア
イ
ン
氏
（
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
）
の
協
力
を
得
た
。
（
一
） 
二
〇
一
五
年
四
月
一
七
日
、
ニ
ン
・
ビ
ン
省
ニ
ン
・
ビ
ン
市
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
歴
史
科
学
会
と
ニ
ン
・
ビ
ン
省
人
民
委
員
会
共
催
で
、「
丁
先
皇
と
国
家
統
一
事
業
：
チ
ュ
オ
ン
・
イ
ェ
ン
（
長
安
）
祭
を
国
家
レ
ベ
ル
の
祭
礼
に
認
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
（
二
） 
古
代
都
市
の
人
々
は
、
当
時
流
行
し
て
い
る
疫
病
の
原
因
を
、
政
争
に
敗
れ
て
横
死
し
た
人
々
の
怨
霊
の
崇
り
、
44
あ
る
い
は
異
国
か
ら
や
っ
て
き
た
疫
神
（
行
疫
神
）
の
し
わ
ざ
と
み
な
し
た
。
こ
れ
ら
へ
の
対
策
と
し
て
、
御
霊
会
が
行
わ
れ
た
。
（
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
北
ア
ジ
ア
研
究
所
・
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
／ 
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）
